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取組のポイント（３つの視点）

6. 取組概要（100字以内） ※１次選考にて、投票ページに掲載します

全国の中学校で本プロジェクトを開催し、本当のSDGs実践と、今後社会で活躍するための勇
気を与えていきたいです。学生企業として全力でサポートしていきます！

1. 団体名
一般財団法人 ＳＤＧｓ普及協会
Creative Service Kingdom（CSK）
株式会社

2. 連携先
の団体

関西SDGsプラットフォーム（バリアフリー分科会）

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号：B_16

モデル性・波及性

プロジェクトの開催にあたるマップ作成費/人件費を含む費用につい
ては地域の企業からご協賛をいただくモデルで運営できる。
既に、灘中学校や同志社学校などを始めとし複数校で実施した
上、3回のメディア取材もいただいた。SDGs授業という開催方法だ
けでなく、課外活動として学習時間外に有志で参加する・オンライ
ンで開催する、など複数の開催手段をモデル化済み。

3. 取組
目的

テクノロジーの発達やコロナ禍で地域の団結力が弱まっている。また、少子高齢化が進み
現在各地でバリアフリーインフラの整備が重要となってきている。本取組は地域の中学生と
ともにバリアフリーマップの整備と学生とお店/企業との対話を通して地域活性化を図る。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

2020年11月
取組の
カテゴリー

➀ 地域活性化

全国の中学生とともにSDGs11で地域を繋ぐ「中学生だからできる！プロジェクト」

地方創生SDGsの視点

車椅子ルートマップ普及は、車椅子移動者のみならず、移動困難
者の手助けとなり、SDGs11のみならず、10,12にもなると同時に、
無理な移動でのつまずき防止など健康の手助けで、SDGs３の健
康予防にもなります。中学生への教育効果も大きいので、SDGs4
の項目にも当てはまります。

ステークホルダーとの連携

対象者：中学校、中学生、地域のお店/企業、地域住民
活動企画/運営：CSK(株)（大学生）
連携：公財）日本ケアフィット共育機構、郵便局、NPO法人
KSP含む各種関連団体、行政、自治体

5. 取組経緯

関西SDGsプラットーフォームの「バリアフリーマップ」分科会を運営する中で、誰でもにやさしい
駅・地域作りのためのマップ作りを、現在、東京メトロ180駅、神戸市140駅、その他合わせて
360駅に展開中。本マップを地域に広める効果的な手段として、我々「大人」がそれを行うのでは
なく、「これから大人」になる地域の中学生がオリジナルのポスターを作成し、困難を乗り越え自ら、
お店や企業の方々へ対話のもと配布し、地域がつながる（活性化）仕組みを考えた。



「中学生だからできる！プロジェクト」は2025年までに全国１０００の中学校での開催を目指します！

取組に関連するホームページのURL https://www.csk2.net
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モデル図

https://www.csk2.net/

